
　　　　　　　　IoTエンハンス （Kashinzo Uesugi）

上杉華神蔵の教え（コロナウイルス（C
OVID -19）対策御進言）寄稿　

～ＡＩ時代にどう生きるか～
ＩｏＴとＡＩ・シンギュラリティ達成済

コロナウイルス（COVID -19）対策御進言
～次世代を見据えて～



　　　　　　　　IoTエンハンス （Kashinzo Uesugi）

社会情勢が変わりつつある今…
● シンギュラリティ達成済のＡＩ時代に我々（ヒ

ト、メシア民）は何をすれば良いのであろう
か？　その１

● 2020年には東京オリンピックを控え開催も
大々的に、現地の熱狂、マルチメディア（Ｔ
Ｖ・民放・スマートフォン・タブレット端末・
ＰＣ）各種媒体で放送される予定。



　　　　　　　　IoTエンハンス （Kashinzo Uesugi）

社会情勢が変わりつつある今…
その為には・・・
● シンギュラリティ達成済のＡＩ時代に我々（ヒト、メ

シア民）は何をすれば良いのであろうか？　その２
● 2020年、東京オリンピックを成功させる為には、目

下喫緊の課題としてコロナウイルス（COVID -19）
による、社会情勢を安定化させなければならない。

● コロナウイルスの新ワクチン/対策/施策を、政財界一
体・産官学連携となって、グローバル世界に於いて、
シンギュラリティ達成済ＡＩで作製する等。



　　　　　　　　IoTエンハンス （Kashinzo Uesugi）

社会情勢が変わりつつある今…
その為には・・・

● シンギュラリティ達成済のＡＩ時代に我々（ヒト、メシア民）
は何をすれば良いのであろうか？　その３

● 2020年、コロナウイルス（COVID -19）による、社会情勢を
安定化させなければならない。

● コロナウイルスに対して既存でも即効性/割と効き目のある薬を
グローバルマルチメディアで取り上げる事。

● 新ワクチン/対策/施策は、政財界一体・産官学・WHO、非営利
活動法人等、連携し、クローズドAIも利活用し、早急に、治験
調整事務局、モルモット等で、安全性を確認し、特効薬を確立
する事。



　　　　　　　　IoTエンハンス 5（Kashinzo Uesugi）

おわりに　上杉華神蔵の教え（コロナウイルス（C
OVID -19）対策御進言）寄稿について　
• 著作権は放棄しておりません。
• 無断で再配布する事を禁じます。
• 一部分かり易く例である内容を含んでいます。
• 重要な部分は繰り返されている所もあります。
• エンハンスされた各項目は、良く熟読する事を推奨しています。
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